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ITOCHU ENEX TEAM IMPUL

　朝から激しく降っていた雨は予選が始まる前にほぼ上がり、雲間から時おり青空が覗きます。路面はウエットコンディ
ションですが、水の量は多くありません。予選アタック中にも路面状況が変わっていくため、マシンのセットアップは難し
くなり、チームの経験と技術が問われます。
　岡山国際サーキットはオーバーテイクが難しいコースで、また翌日も雨が見込まれていたため、視界の良い前方のグリ
ッドから決勝をスタートしたいところです。予選は通常通りQ1～Q3で争われるノックアウト方式。20分間のあいだに出
走全19台から14台にしぼられるQ1は、定刻通り15時15分にスタートしました。
　セッションが始まると、各車一斉にコースイン。ITOCHU ENEX TEAM IMPULの2台もNo.19の関口雄飛、No.20の平川
亮と続けてコースに入りました。全車ウエットタイヤを装着しています。しかし開始から5分とたたないうちに、No.7トム・
ディルマン選手（UOMO SUNOCO TEAM LEMANS）とNo.15福住仁嶺選手（TEAM MUGEN）が相次いでコースアウト。
赤旗が出されてQ1セッションは中断されます。
　セッションが再開されたのは15時37分。残り時間は16分5秒。再開と同時に各車が列をなしてコースインしました。余
談ですが、ウエットタイヤは濡れた路面には強いですが、乾いた路面を走行して熱くなりすぎるとグリップ力が下がって
しまいます。そのため乾きつつあるウエットコンディションというのはタイヤのマネージメントが非常に重要。タイヤを冷
やし過ぎず、熱くし過ぎずという塩梅が難しいのです。この時はコース上に水の量が少ないところもあったため、ウエッ
トタイヤの能力をきちんと活かしてアタックできるのは1～2周くらいと考えられました。
　残り時間が12分30秒を切ったあたりで、No.20平川がコントロールラインを通過、アタックに入ります。セクター1、セク
ター2とベストタイムを刻み、1'26.895と真っ先に26秒台に入れてトップに立ちました。そしてそのままピットに入り、ライ
バルたちの動向を見守ります。結局再びコースに戻ることはなく、トップタイムでQ2に進出しました。

9/8（土）公式予選 天候：雨　コース：ウエット
気温／路面温度：Q1開始21℃／26℃

壮絶な雨のレースを制して1&3フィニッシュ
No.19   関口  雄飛  Yuhi Sekiguchi
No.20   平川 亮  Ryo Hirakawa

　全日本スーパーフォーミュラ選手権第6戦が、岡山県の岡山国際サーキ
ットで開催されました。前戦を終えた時点で、ITOCHU ENEX TEAM IMPUL
はNo.20平川亮がポイントランキング4位、No.19関口雄飛が5位に着けて
います。
　予選は雨交じりのウエットコンディション、決勝は大雨となって天候に翻
弄されたレースでした。両日ともに「Enjoy Honda」というイベントが併催
されたこともあり、悪天候にも関わらず多くのファンがサーキットに集まっ
て、声援を送ってくれました。そして、ITOCHU ENEX TEAM IMPULは、素晴
らしい成績を収めることができたのです。

岡山国際サーキット

コース全長：3,703m

　このたびの台風21号および平成30年北海道胆振東部地震により、被
災された皆様に謹んでお見舞い申し上げます。
一日も早く復旧されますよう心よりお祈り申し上げます。



　No.19関口は残り9分10秒あたりからアタックに入りましたが1'28.669とこの時点で11番手。ピットインして次のアタッ
クに備えますが、今ひとつセットアップが決まりません。残り時間4分00秒。関口がコースに戻り、すぐにアタックに入りま
す。残り1分30秒。関口のタイムは14番手でQ2に進出できるかどうかの境目。残り40秒。1'28.266でコントロールライン
を通過して12番手。残り19秒で13番手に落ちるものの、チェッカーフラッグを受けたラップで1'28.168を刻んで12番手に
まで戻し、何とかQ2に進出しました。
　10分のインターバルをはさみ、14台から8台へとしぼる7分間のQ2がスタートしたのは16時4分。開始早々にコースイ
ンするマシンが多いものの、ITOCHU ENEX TEAM IMPULの2台がコースに入ったのは50秒ほど経ってからでした。2台と
も残り4分を切ったあたりからタイムアタックに入ります。関口はQ1でのセットアップを修正し、徐々に本来の力を発揮し
だしました。1本目のアタックで1'26.767をマーク、チェッカーフラッグ時にも1'26.330へとタイムアップを果たします。2番
手の平川を含め4台には届かなかったものの、5番手。ITOCHU ENEX TEAM IMPULは2台揃ってQ3へ進出しました。
　インターバル10分。トップ8のグリッドを決めるQ3は16時21分に始まりました。ウエットコンディションは変わりません
が、路面の水はさらに少なくなり、ところどころ乾いた路面も見えます。開始直後にコースインしたのは2台のみで、残り
の各車は待ちの体制。ITOCHU ENEX TEAM IMPULの関口と平川が続けてコースに入ったのは、残り6分を切ってからで
した。テールトゥノーズでじゃれ合うようにウォームアップをしたのち、ヘアピンコーナー手前で関口が平川に前を譲り、
間合いを取ります。残り46秒。No.18小林可夢偉（carrozzeria Team KCMG）が1'24.466をマークしてトップに躍り出ま
す。チェッカーフラッグが振られたあと、飛びこんできた平川のタイムは1'25.026。一歩及びません。しかし間をあけてチ
ェッカーを受けた関口が1'24.446をマーク！ 今季初のポールポジションを獲得しました！
　ITOCHU ENEX TEAM IMPULは関口が1番手、平川が3番手という素晴らしいグリッドで翌日の決勝を迎えることとなり
ます。関口はもちろんのこと、闘将と呼ばれる監督の星野からもさすがに笑顔がこぼれました。

9/9（日）決勝
天候：雨　コース：ドライ
気温／路面温度：23℃／24℃
決勝レース距離3.703km×34Laps＝125.902km

　決勝日は朝から激しい雨。午前8時の時点で早々に決勝スタート時刻が14時5分から13時55分へ、周回数が68周から
54周へと変更されました。しかし降り続く雨のため、コースのところどころに川が流れるような状況となり、さらにリスケ
ジュールがなされます。最終的にスタート進行開始が14時10分、決勝スタートが14時55分となりました。小康状態の雨
の中、8分間のウォームアップ走行を終え、ピットに戻り最終調整。そしていよいよダミーグリッドに付いてフォーメーショ
ンラップを待ちます。しかしフォーメーションラップのスタート時刻が近づくにつれ、再び雨が強くなりました。そのため
フォーメーションラップのスタート5分前に急遽セーフティーカースタートとすることが発表されます。
　セーフティーカースタートは、文字通りセーフティーカーに先導されながらのスタートのこと。決勝レースとして周回は
重ねますが、セーフティーカーが先導しているうちはもちろん追い越し禁止。周回中にトラブルなどでマシンが止まってし
まったらリタイヤです。コースの安全が確認され、セーフティーカーの点滅するフラッシュライトが消灯した次のコントロ
ールラインが実質的なレースのスタートとなります。セーフティーカーのフラッシュライトが消えた瞬間、再スタートに向
けてドライバーたちの駆け引きが始まります。



　14時55分、ようやく決勝レースがスタート。セーフティーカー先導のもと、ITOCHU ENEX TEAM IMPUL No.19の関口雄
飛を先頭に、隊列が組んでの走行です。コース上はそこかしこに水たまりが生じ、川が流れています。ゆっくりとしたスピー
ドであるにも関わらず、マシンの後輪からはうず高く水煙が舞い上がり、視界をさえぎっていました。4周、5周と周回を重
ねても、状況は好転しそうもありません。そしてスタートから7周目の途中、15時13分にセーフティーカー先導のまま赤旗
が提示されます。レース中断。各車メインストレートのグリッドに戻ってマシンを止め、再開を待ちます。このまま中止とい
うことも十分考えられる状況でしたが、各チームとも緊張の糸はほどきません。雨に打たれて肌寒いなか、観客の皆さん
も再開を待ってくれていました。
　10分、20分と時は過ぎ、中止になりそうな雰囲気がサーキットに漂い始めた頃、奇跡的に雨足が弱まります。そして中
断から30分以上が経過した15時49分、16時10分からのレース再開と51分43秒のレース制限時間が発表されました。
　16時10分、セーフティーカースタートで8周目からレースが再開。再び関口を先頭に隊列が続きます。ゆっくりと周回を
重ねていましたが、11周目になってセーフティーカーのペースが上がります。そして12周目のバックストレート、ついにフ
ラッシュライトが消灯！ 各車瞬時に戦闘モードへとスイッチ！ メインストレートでグリーンフラッグが振られ、本来のレース
がスタートしました！ 
　まずは順当に関口が先頭で1コーナーに飛びこみますが、背後からオーバーテイクシステムを作動させたNo.18小林
選手が迫ります。彼はアトウッドカーブで関口の真後ろにつけるとバックストレートで再びオーバーテイクシステムを作動
させ、ヘアピンでインに飛びこみます。しかし関口もオーバーテイクシステムを作動させており、立ち上がりで前に出ます。
関口はリボルバーコーナー、パイパーコーナーとポジションを死守するものの、その先の短い直線、Wヘアピンと猛チャ
ージを受けます。Wヘアピン2つ目の立ち上がりでは関口のリアに軽く接触、フロントノーズを破損するほどのアグレッシ
ブさ。続くマイクナイトコーナー手前でついに先行を許してしまいます。
　関口もトップ奪還を狙いますが、小林選手はタイヤの状態がすごく良く、ペースをぐんぐん上げていきます。17周目終
了時点で7.227秒のリードを築かれてしまいました。もちろん関口はあきらめません。18周目からはタイヤのグリップが
良くなり、少しずつ差を詰めていきます。3番手を走行している平川もペースが上がり、21周目にはトップ3台のみが1分
29秒台で走行するようになりました。そして関口は22周目を終えた時点で、小林選手との差を5.226秒にまで詰めてい
たのです。
　23周目、レースの流れが変わります。10位争いをしていたNo.15福住選手とNo.7ディルマン選手が22周目の最終コー
ナーで接触してコースアウト。福住選手はリスタートできましたが、ディルマン選手は破損したフロントウイングをコース
上に残し、自らはグラベル上にストップしてしまいました。これによりセーフティーカーが導入され、関口と小林選手の差
が一気に詰まります。



敬称略・順不同ご支援 誠にありがとうございます。

　小林選手を先頭に再び隊列を組んでセーフティーカーに続きます。24周目、25周目を隊列のまま消化した26周目、バ
ックストレートエンドでフラッシュライトが消灯。レースの再スタートが告げられます。小林選手はスピードを一気に抑えて
セーフティーカーと間合いを広げつつ、Wヘアピン出口から一気にスパート！ 関口と平川も追いすがりますが、1コーナー
までには届きません。しかし小林選手はタイヤに無理をさせていたのか、Wヘアピン1つ目でコースアウト。すぐにコース
に復帰したため、平川の前に入られてしまいましたが、関口がトップに立ちます！
　そこから30周目まで、関口は小林選手と約1秒の差をキープする静かなバトルを繰り広げます。そして31周目。関口は
オーバーテイクシステムを使った小林選手に0.535秒差まで詰められましたが、首位をキープ。32周目のアトウッドコーナ
ーでインに飛びこまれますが、それは関口が減速したため。そこにはコースイン側をふさぐように、単独スピンで停止した
ままのNo.15福住選手がいたのです。小林選手は衝突を回避して関口の後ろにつけました。どうやらイエローフラッグが
見えなかったようです。
　そして関口と小林選手のバトルが再開されようとするまさにそのタイミングで、再びセーフティーカーが導入。残り時間
が5分を切っていたこともあり、セーフティーカー先導のままレースが終了。関口が今シーズン初のトップチェッカーを受
け、チームにも今季初優勝をもたらしました！ 天候と戦い、小林選手と戦い、死力を尽くしたレースで勝利し、関口はコク
ピットで両手を突き上げます。平川も3位をキープしたため、ITOCHU ENEX TEAM IMPUL は2名のドライバーが表彰台
に登るという快挙を成し遂げました。
　皆様から頂いている暖かい声援に対して、少しはご恩返しができたと思います。いつもありがとうございます。

2018 年 協賛会社様



No.19   関口  雄飛
Yuhi Sekiguchi

No.20   平川 亮
Ryo Hirakawa

ドライバーからのコメント

トップ争いに絡めず今日も悔しかったですが、
まずは2戦連続表彰台！ 
不安定な天候でレースが出来た事にも感謝！ 
次こそは、優勝狙います！

　今回のレースは、既定の周回数に達しなかったため、決勝はハーフポイントとなります。第6戦を終え、ITOCHU ENEX 
TEAM IMPULはチームランキングで2位。そしてドライバーは、No.19関口雄飛がシリーズランキング4位、No.20平川亮が
同5位につけています。今シーズンも残すは1戦のみ。今回の結果で勢いのまま、最終戦の鈴鹿大会も必勝を期しタイト
ルを獲得いたします。ご声援のほど、よろしくお願いします。

TEAM IMPUL Next Race Information
●SUPER GT 第6戦 9/15（土）～16（日）スポーツランドSUGO
●全日本スーパーフォーミュラ選手権 最終戦10/27（土）～28（日）鈴鹿サーキット

IMPUL.official@IMPUL_officialwww.impul.co.jp

カムイ選手が序盤スーパー速くて、焦りましたが
勝たせてくれたチームに感謝です。
また、カムイ選手とは接触もありましたが、、、
お互いがプロとしてレースをガチで戦った証拠でもあると思います。
次戦も頑張ります。





9/8（土）公式予選
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